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果が報道されている．「『キレる子供』大脳活動が裏付け，『興奮型』ピーク小 6，中 1 に移る．
松本市内の幼稚園児から中学生まで 480 人を対象に，大脳前頭葉の発達状態を調べ，行動の抑制
がきかない『興奮型』，抑制がうまくできる『易動性のある型』など，5 つの型に分類したとこ
ろ，『興奮型』の出現率は，1969 年の調査では小 2 がピークであったものが，今回（1998 年）の
調査では小 6 がピークとなっていた．寺沢助教授は『思春期に入る小学校 6 年や中学生の時期





中学 1 年から 3 年の時期であったとの回答が 75％を占めている．（非行克服支援センター 2014：
p17）立ち直りの時期についての調査はされていないが，筆者の支援体験からすると，一般的に

























































































































































































































































































参加者 子どもが荒れ始めた年齢等 荒れていたときの状況 子どもの現在の年齢と状況
















































　当日の参加者は 10 名，そのうち 2 名は聴いているだけの参加であった．7 名のわが子の状況


































































































































































































































































































































































































































































































































る．本来であれば，試論 1 を書き直すべきところであるが，試論 1 と試論 2 は一体のものと考えている
ので試論 2 に書き加えた．









２　木村隆夫 2016 年 「非行克服支援プログラム試論１―こども・若者支援編―」『日本福祉大学社会福祉
論集』134 号　日本福祉大学社会福祉学部
３　非行克服支援センタ－ 2014 年『何が非行に追い立て，何が立ち直る力となるか』新科学出版社




７　窪田順生 2006 年『14 階段』小学館
８　岩波明 2015 年『他人を批判ばかりしている人たち』幻冬舎新書
９　文部科学省 2010 年『生徒指導提要』教育図書
10　文部科学省・警察庁 2005 年「非行防止教室等プログラム」文部科学省 HP　http://www.mext.
go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/mondai04.htm















































８　非行克服にも流れがあります．15 ～ 16 歳は元気真っ盛り，非行を力で止めようとし てもなかなか止
められません．それでも 17 ～ 18 歳になるにつれて次第に落ち着き，非行を卒業する子どもも現れてき
ます．18 ～ 20 歳の間に多くの子どもは非行から卒業しますが，一部に成人後にも持ち越す子ども（青
年）もいます．そんな子ども（青年）でも大半が 20 代前半で立ち直ってきたのが，これまでの非行克
服の流れです．
９　しかし，非行からの回復は一直線には行きません．普通は一進一退をくり返しながら回復していくも
のです．ある時期に後退したからといってあきらめる必要はありません．長い目で信頼しながら見守る
ことが大切です．
